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自分達の手でグライダーを持つことの難 しさは、やつた者でなければ分らな

い。四六時中頭の中は金、金、金、と金が渦巻き、何も彼もが金に見えてくる。

そのウメキ声にも似た学生の叫びが色々の資料として今に残っている.それ

を見るだけで当時の学生の金の苦労がよみがえってくる。

飛ぶことの楽しさは、機体を持つまでの苦 しみと、持ってから維持すること

の苦 しみを乗 り越えなければ、味えないことを思い返 してみよう。

無理を承知で
霧ヶl峰式はとK14型 JA0122

小  西  市  郎

昭和30年 7月 17日 、私 と大岡秀生君 と2人で当

時の金 9万 円を持ってグライダーを購入 しに東京

へ行 きま した。学卒の初任給が約7.000円 位で し

たので今の額で200万 円位です。 昭和30年 頃 日本

はまだ不況の最中で した .

牧野鐵71郎先輩か ら当時を思い出す よ うに と送

付戴いた証拠書類 (?)か ら一端が推測できます。

部員全員が合宿 と勉学 (?)の合間をぬって先輩の

家へ寄付のおlT lい に上がった こと等、当時の御協

力を有 り難 く、懐か しく思い出 します.ア ロウ・

ヘ ンドは無理を承知で、戦後の初号機 として同志

イ|:航 空部に,型 え入れ られま した ことを証言 します。

敗戦後10年 で今のよ うな経済力の11か った時代

で した。東京行 きは新幹線がな く汽車だったので

一泊必要で した。大岡君の親成 (兄/叔 母 ?)にお

世話にな り東京で一 ,「 |、 横浜で一泊 しま した。今

も記憶 しているのは横浜の叔 |サ さんの家に泊めて

もらった時、下着 と靴下を無理や りに全部脱がさ

れて、洗濯 して翌 日着せてもらった ことです。関

Zlに こんな風習がないので戸惑いま した。

――私の戯言――

①玉水、高松での合宿当時、教官にツラメータを

よく見て失速 しないようにとよく注意された

(翼 で飛行する物体は失速すると墜落するよう

です).

②高松での合宿時、大阪工人の長lt君が失速墜落

して機体が破損 したため次の番の私が搭乗でき

ず残念でした。

0グ ライダーのテイルかつぎはいつも私がlЦ 当し

ていました (右 の肩は今でも70～ 80kgの 荷重に

耐えられます).

411イイ和29年 に石山カチ子 (本 名)さ ん紅 一点部員が

おられましたc北尾直敬さん如何教育されたか

な ?。

03回生の夏、王水での合宿のとき、朝日セスナ

機 より物品投下のア トラクションがあ り、ピー

スを拾いました。その夜初めて煙草を吸いま し

た。以後食後に 1本吸い始めて本数が1曽 llR、 30

年余吸 う幸せを追求 したが、今は II■ わない幸せ

を感 じています (4年 半前にやっ と禁煙で きま

した,。 1昭和31年 卒 )



機体購入案内
」A0122関係資料

拝啓 残暑の候早や朝夕は少 し冷しい感が致 します。度々機体購入の件に就いては御配慮下さいま

して誠に有難く御礼申し上げます。機体発註に就いては事前に皆様に御相談中し上げもつと確実な

見通を立ててから成すべきでしたが、夏期休暇を目前に控え部員は合宿又は帰郷する等でまとまつ

た行動を取つて相談出来ず、購入資金の方も下記の様な次第で既に寄付下さつた先輩方には 〔この

日本社会全体の不況の期にと〕不安を与えて来ましたが部長先生、一部先輩、部会での討議の結果

部員全員一致努力致 し少 し無理かと思いましたがせめて先づ機体だけでもと発註致 しました次第で

す。御許 し下さい。以上現状を御 F承の上援助下さる様、切に御願い致すばか りです。尚御無理ば

か り申しますが部員が各先輩宅へ行きますにも前回の例を見ますに非常な負担 となりましたので郵

送下されば幸いと存 じます。機体完成の後程にもつと詳 しく御相談申し上げることに致 し、御叱声

と援助下さるよう、くれぐれも御願 します。 敬 目

8月 25日 同志社大学航空部員一同

言己

収支計算書 (30825現 在) 予 算 書 (自 30825至 30915)

1又 入 支 払 ‖又 人 支 捏、

摘  要 金 額 摘  要 金  額 摘  要 金 額 摘 要 金  額

体 育 課
補助金

50 000
一人購

金
体
前

機
100 000 1又支計算書

残 高
9 844 機 体 購 入

残 金
90 000

学友会予算 7,000 寄付申込金 14,500

先輩寄付金 21.000 日 本 航 空
補助金

20 000

部 員 臨 時
負担金

5,000 土
日 費 5 800

看
（

6、 844 現 金 残 高 9,844
ル疋予

額
付
金

寄
30,000 現 金 残 高 7 144

時

鍮鋤
エレ一日 17,000

合  計 109,844 合  計 109,844 合  計 97 144 合  計 97 144

部費…機体購入前金を除く諸支 ||1金残額。

機体註文請書内訳 (分 )

同 志 社 大 学 航 空 部 殿
東京都品川区大崎本町三ノ五六六

昭和 30年 7月 18日              東 京 合 IFT化 工 株式会社

合計 金額 190.000

号|,度 卿〕日    日召オ|130均巨9月 15日
支 払 条 件   引渡時残額受入ノコト

月  日 名 数 量 単  価 金   額 摘  要

霧ケ峰式はとK14型 l機 180,000

梱包荷l・ 運賃補助具一部 10、 000

7/18 納 入 金 (内 人) 100 000

Jθ
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よるこびの
」A0122関係資料

念願の機体購人 も終

り、念々命名式を迎え

るに当 り、発送された

案内状には、部員のよ

ろこびの胸の内が行間

に読み取れて涙が出そ

うになる。

霧 ヶ 」1季 }て は と K―

14型 プ ラ イ マ リー

JA0122 1ま  ｀アロウν̂＼

ッ ド
″

と命 名 され、

愈々学生の希望をのせ

て大空に飛び立った。

命名式



苦労の連続
JA0122関係資料

機体維持 と、色々の分担金のア ッパ クのため、航空部の会計は困

窮状態 とな り、斉藤鷹一は、主務岩ケ谷 と連名で、次の様に窮状を

訴えている。

拝啓 向寒の候、貴殿には益々御精祥の段 と御慶び中し上げます。

我部もささやかなるメンバーとは云へ毎週末、日曜日、王水に於て部員一同

元気に練習を続けて居 ります。学連冬期総合合宿も来る11月 27日 より高松及徳

鳥で行われ我部よりも寿]・名参加致 します。

皆様の御協力で購入致 しましたプライマリーも早や 1年 に成 り、12月 15日 に

は耐空検査を受ける時と相成 りました。

さて今期lは 先般御通知申 し Lげ ました岩倉総合合宿所倉」立費当部分lJ金

6、 000円 及び OB連盟費当部 OB負 担金御立替金4,0001ll合 計10,000111の 出費を

見ましたので現在会計は困窮状態で有 ります。皆様方に直接御無理を御願いに

参 り度いので御liN居 ますが、何分部員も少く、又合宿に追われた り致 して、御

伺い致す機会が無 くて誠に失礼では御座居ますが、紙面を以って御願い中し上

げます。

OB連盟費及び岩倉総合合宿所分担金併せて先輩御 1人名様にお願い致 しま

す金額は、先の総会で色々と検討致 しましたが、最低線500111で お願い致 し度

いと思います c

年末を控え色々と御出費の多い時では御座居ましょうが、何分御諒解 ドさい

まして我部今後の発展の為に御協力下さいます様部長一同切に御願い中し上げ

ます。

尚勝手では御座居ますが、運動会並びに合宿を控え何分にも手不足のため、

御訪問致 しかねますので、お手数ですが左記宛名に御送金下さいます様重ねて

お願い致 します。

敬  具

言己

大 阪市 北 区葉 村 町拾 の 四

斉 藤 鷹

司志 |11大 学 航 空部

i務  岩ケ谷 精

F2

先輩各位様

(原文のまま)



私の懐古録
JA0122ア ロウヘ ッ ド

斉 藤 鷹 一

昭和29年 、扇町商業高校 より喜田、浜国と共に、

あこがれの今出川の校 F号 を くぐった とき、今出川

か ら明徳館前 までの間、体育部各部の人部勧誘の

机が並んでお りま して、その中に航空部のテーブ

ルがあ りま した。我々扇商 3人組は当時の進学組

で、高校の体育部には入ってなかった もので、高

校には無いクラブに入部 しよ うと云 うことにな り、

航空部か ゴルフ部かの争いにな りま したが、ゴル

フはお金が l■卜りそ うとのことで結局航空部をi塁 ぶ

ことにな りました。そのときゴルフ部をi理 んでお

れば、今頃シングルプレーヤーで威張っておれた

ので しょうが、残念です…… とは絶対に思ってお

りません。

今でも航空部に人部 して一番良かった と思 うこ

とは、学連関西支部の高松飛行場 ・正大寺を中心

とした合宿訓練をi通 じて、同志社だけに限 らず関

西の各大学のいろいろな方々と交友関係が出来た

ことで、これは他のクラブでは絶対に味わえない

ものであ り、私の人生の中で常に自慢の一つです。

そんな ことで航空部 に入部 した私 i主 ですが、

OB寄付 と云 うことにな ります と、岩倉総合合宿

所倉り立費・ OB連名費当時の記憶は うす く、やは

り人部間もな く、他校に先駆けて自校単独の機体、

アロウヘ ッド購入時の思い出が鮮明にな ります。

昭和30年当時、 1日 500円 の寄付を旧い先輩名

簿をた よりに、部員全員が手分け して先輩を戸別

訪問 して廻ったわけですが、いきな り見ず女Πらず

の学生が訪ねて きて500円 くれ、ですか ら特に戦

前の先輩の方々はさぞびっ くりされた ことで しょ

う。500円 と云 うと、当時明徳館 の学生食堂のラ

ンチが 49円 で あ った こ とか らす る と、現 在 の

5,000円 位に相当す るので しょ うか。喜 田、時に

は浜口とペアーで先輩訪間を重ね るのですが、な

かなか500円 をもらって帰ることが出来ず、或る

先輩のところでは、訪ねる度ごとにお茶屋さんで

お酒をご馳走になるのですが、いつも目的の500

円はもらえずに・l.っ てきたものです。何度もご馳

走になったのですが、結局500111を 頂いた記憶が

ないのはどうしたことか (先輩中訳ありません).

そんな時代からすると、現在では先輩各位、後

輩の皆様方のご努力のお陰で立JRな OB名 簿をは

じめ、高性能の機体がll lい夢のようです。

とりとめのない話を綴ってまいりましたが、今

後グライダー競技が益々発展し、-1支化 して、将

来オリンピック種日となり、母校の選手が出場す

る。そんな夢をみながら私の原稿をとじますぃ

(昭和33年 卒 )

」A0122ア ロウヘッドの前で

二:量 肇響唇讐[ξ

菖   先V森
尾

尾

田

ゴ′



重 ね て お 願 い JA0122関係資料

プライマリー訓練の生命 とも言えるゴム索が老化 して切断した。

飛ぶに飛べない部員の胸の内を切々と主将岩ケ谷は述べている。

当時の金ではたしていくらはど集まったことだろ うか。

当部も去る30年機体を購入致 しましてより以前に増 して発展を続けてお りますことはこれひ

とえに先輩の皆様の暖かい御援助の賜ものと部員一同常に感謝 してお ります。

部員数も17名 と常時練習には事欠きませんし、毎年委員長百J委員長校をつとめ、さらに本年

夏、多年の宿願でありました全国制覇 (セ カンダリー場周指定地着陸)を部員岩ケ谷によって成

し得ましたことは先般御承知のとうりです。さて、この様に機体を持つ右利さは何にも変え難

いものですが今夏、玉水にて練習中ゴム索が老化の為切損 し使用不能と相成 りました。したが

って以後週末練習を休んでお りますが、当部の属 します関西支部におきまして、その後関学大

阪工大が相次いで機体を購入、さらに立命大もその動きを見せてお ります現在、当部と致 しま

しても現在の学連での地位を確保 し、さらに発展を続ける Lに も日曜日の週末練習はいよいよ

不可欠のものとなりました。機体を持ちながら練習出来なくなりましたことは、まことに残念

であり、特に毎年、一回生部員を他校に先んじてウインチ班におくり込んでまい りました当部

と致 しまして、部員一同のソと、痛をお察 し願えるかと存 じます。

毎回心苦 しいかぎりですが、学校からの予算が少い当部は既に会計年度の中ばを過ぎました

現在一万円余 しかございません。今年から機体格納用倉庫の借料として月額一千円必要 となり

機体補修費を見込みます と、どうしてもゴム索購入の為の資金を先輩の御寄附に仰がねばなり

ません。ゴム索の老化度につきましては練習場の特殊性 (砂地)を考へ、寿命を三ヶ年とみて今

後それに対する積立金をもうける予定でして、以後出来得るかぎり御迷惑をおかけしない所存

でございます。

御寄附をお願いする総額は二万五十円ですので一口五百円で二日以上お願い致 したいのです。

お中し出下さいました方様には出来るだけ部員を差 し向けるつもりでございますが御遠方の方

及び部員が訪問しかねます方 (住所録が不明)は、まことに勝手でございますが下記主将又は主

務宛に御送 り願えれば部員一同の喜びこれに過ぎるものはありません。

同志社大学体育会航空部    部 長 小 野  哲

主 将 岩ケ谷 精 一
(京都市中京区室日J通 り六角西入ル 歳常方 TEL2 1275)

主 務  ,支  山    ,告
(    京都市北区平野 ヒ柳町10 加後荘内     )

一
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ゴム索購 入寄 附 申込書

金    口        円也 (一 口五百円)

(但 し

御住所

御芳名

同志社大学体育会航空部 殿



他校に先駆けて
H-23Cイ オラス

政 志 郎

1961年 (H召 和36年 )10月 2日 、待望の高級機ソア

ラー契約のため夜行列車に乗った。昭和37年卒の

守本君 (現・ヤンマー)と 政 (現・ダイキン)が後輩 7

～ 8人 に見送られての旅立ちである。誰かのロー

ル・トイレットペーパーの別れのテープで送られ、

車内が一同白けムー ドにな り東京まで気まずい思

いでの車中であったことを思い出す。

昭和35年秋と思 うがソアラーを買いたい、関学

に追いつきたい、より高 く、距離を稼ぎたいとの

夢の実現に向って走 りかけた。

学校への折衝、OB会への援助の要請等の働 き

かけをしたが、現役もそれ相応の動きをせざるを

得なくなった。京都市内でのあらゆるアルバイト

をしたと思っている。京都大丸店での 1週間売子、

暑い盛 りの祇園祭の山鉾曳き、時代祭、葵祭、お

稚児さんの傘持ち等数えきれない位いろいろなバ

イトをした。

バイト先からは体育会の人は規律がとれ、体力

もあり文句も云わずよく働いてくれて助か ります

わ―、と喜こばれてはいたが、部内での納得性、

人集めのむずか しさ等、学生 らしい苦労をさせて

もらった ことはその後の会社生活には有効性があ

った と思っている。30年 程前の話 しであ り学生時

代の胸の高鳴 りは想い出せないが、ソアラーが欲

しい欲 しい と云 う気持ちが当時の部員 一同を頑張

らせた と思っている。特に三浦、向井先輩、瀬川、

田原、河口後輩、当時の主将であった釣君 らのソ亡、

労はいかばか りであったであろ うと今思っても大

変なことであった。

平成 4年 にはイオラス初飛行30年 目になる。 イ

オラス、アイオーンに次 ぐ第 3次最先端機の導入

を して機材の強化を行い、それに対応す る現役諸

君の技量 Upの為、飛行回数の増加、モー ターグ

ライダーによる習熟飛行を行い、又、地上ではイ

メージ トレーニングとかシュミレーシ ョンシステ

ムの導人等、練習方法の改革を行い、さすが同志

社航空部だ と云われる体制を整えてもらい、全国

制覇を 1日 で も早 くで きる体制整備を祈願 して

いる。

(昭和37年 卒 )

購入資金獲得のために OBに 配った紙製ペナント

鮨i
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萩原式 H-23C購入見積書
JA2047関係資料
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H-23C発注
JA2047関係資料

念々 H23Cソ アラー購入の体勢も揃い勇躍東京に向い契約を交

したよろこびと自信が文面に躍っている。

拝啓

異常に続いた残暑 もどうや らおさまり、ここ 2、 3日 秋 らしいさわやかな

日々の此頃です。

先輩におかれましてはいかがお過 しでしょうか。我々部員は機体購入の準備

に合宿にと頑張って居 ります。今年の全国大会には残念ながら第 2室戸台風の

おかげで中 I11と なりましたが、過日行われた関西大会に於て河口精二 (工 3年 )

が 2部第 2位 の成績をおさめることが出来ました。機体購入の準備も順調にす

すみ、先 日の10月 2日 には (H23Cソ アラー)の発注に 4回 生 2名が東京の萩

原滑空機製作所に行き契約を完 Fし ました。機体製作完成は来年 3月 の予定で

す。諸先輩各位の御協力により契約出来ました事を御報告申し上げます。今後

共よろしく御指導御協力の程御llEい 中し上げます。

機 体 840.000 梱  包  箱 25,000

言| 器 52、 950 輸 送 費 55.000

内

訳

速 度 計 14,400 値 引 き (25.000)

高 度 計 13.200 892,950

ピ ト ー 管 6,350 耐空検査中請拳|
5,000

昇 降 計 16,100 登 録 中 請 料 1,000

ホールゲーシ 2.900 一〓
Ｈ 898,950



萩原式 H-23C購入契約書
JA2047関係資料

契     約     書

1 品名及数量 H23C型 複座上級滑空機 壱機

1 金額 金八拾九萬八障九百五拾円也

1 納期 昭和参拾七年参月参拾壱 日

1.納入場所 大阪府八尾市木の本八尾飛行場 朝 日新聞格納庫

発註者同志社大学航空部部長小野哲を甲とし供給者株式会社萩原滑空機製作所

代表取締役田中信一を乙として、両者の間に於て右記滑空機を表記の金額に依

り供給契約を結ぶものとする。

第 1条 表記の滑空機は乙の責任に於いて航空局の耐空証明書の交付を受ける

ものとする。

第 2条 耐空検査中請及登録申請費用は甲の負担 とする。

第 3条  lll・l空検査の為の飛行機曳航費用は卜Fの 負担 とするc

第 4条 輸送費用は藤沢飛行場迄は乙、それより表記の納入場所迄は甲の負lu

とする。

第 5条 梱包箱の費用及スペアタイヤー個を表記金額に含める。

第 6条 当滑空機に速度計、ビトー管、高度計、昇降計、ボールバンクゲーチ

各壱個を装着するものとする。

第 7条 代金支払は第一回契約時金参拾萬円也、第二回機体引渡時鯛 空検査

終了時とする)金参拾高円也、第三回機体引渡後参ケ月以内に残額を

甲より乙に支払 うものとする。

第 8条 右の各条項に変更の必要を生 じたる場合は Ll l乙 協議の上これを修正す

る事が出来る。

右後日の為契約書弐通を作成 し各壱通を甲乙夫々保有するものとする。

昭和参拾六年拾月参 日

京都市上京区鳥丸今出川東入ル

発註者(甲)    同 志 ネ|: 大 学 航 空 部

航空部長 小  野    哲

東京欄
`板

橋区板橋口」2ノ 167

供給者 (乙)   株式会社 萩 原 滑 空 機 製 作 りi

代 表 取 締 役 田 中 信
一



してたまるか
H-23Cイ オラス

青  木  謙 二 郎

昭和 37年 11月 八 尾 飛 行 場、純 自 の機 体 に

JA2047の 機番 とエマークも鮮かにランウェイに

立つ我が イオラス、同志社単独合宿に初ri場の雄

姿である.牧野 (鐵 )監督に依 るテス トフライ トは

2年 に及んだ苦労を一挙に払拭す る爽快なもので

あった。 しか し、その感傷に侵 るのも束の間、訓

練飛行は猛烈を llllめ た。毎 日気象の許す限 り日の

||か ら日没迄、イオラスは空中にいる時間の方が

長いのでは と思われるほ どの飛行を重ねた。それ

にも飽 きた らず、「次回の合宿には飛行機曳航 もJ

との計画迄打ち出され (11か 4発 であったが実現 )、

今後の活動展開はソアラー技術の習得へ と益 々高

ま りを見せつつあった。その矢先、正に晴天の詳

塵たる事件が起った。無事 中独合イliを終えた夜、

幹
~FJ一

同の前で監軒が口にされた ことは「イオラ

スを他校の rli独 合イiiへ貸 し出せJと の言葉であっ

た.… …・何故 ? ど うして ? 最も我 々の気持を

理解されているはずの監督が・…・.学連の教官を

も兼務されているとはいえ、「これは過ぎる。J

我々幹部は絶句するのみであった.後に部会で計

るや全員反対 とい うよりは激しい怒 りとなって返

ってきた。「我々は他校生を乗せる為に資金集め

のバイトに奔走したのか /J事実、祭では恥 しさ

に llえ 白張姿で町内をね り歩き、デパー トでは ll

物運搬車で買物客を突き飛ばし、主任より激 しく

叱責を受け、はては自分の合宿費は質屋でI面 し

機体購入基金バイトに精を出した等々、一体この

苦労は何だったのか ? 「貸 してたまるか /Jこ

れが我々の回答であった.双方険悪になったのは

言 うまでもない。全く解決の糸口が見い出せない

まま 1カ 月余が過ぎ、我々は最悪時には学i菫 除名

と八尾追放の危機感さえいだく様に至ってしまい、

秘かに別の練習場をと福知山市にある陸上自衛隊

長円野飛行場を現地調 lal.す るにも及んでいた。年

の瀬も迫ったある日、遂に監督より召集がかか り、

我々は最後の話 し合いの場 と覚'悟 し、緊張 し切っ

響
（

全国大会に貸 し出されて

活躍するイオラス

ゴフ



た中で言葉を待った。以外や口に出された ことは、

「 1月 に学連教官 と全国学生の中で トップ技価保

持者に依 る生駒山での記録会にイオラスを予備機

として学連へ貸 し出 し、替 りに機体管理の名 目で

君達飛行機曳航班 も参加、合い問を縫って体験飛

行を して見ないか ?Jと の提案であった。 これは

素晴 しい話 しである。 ソアラーを所持する以上、

当時国内最高 ともいわれた記録会に参加出来るこ

とはグライダーマ ンとして冥利に尽 きる出来 ごと

であった。ギ リギ リの線で出た この打開策に拒否

す る理由は全 くなかった。記録会そのものも体験

飛行参加者全員が C章獲得 とい う有意義なもので

あった。 と同時に未だ強烈な余韻の残 る中で監督

が「機体を貸 し出せ」 といわれた裏を読み取るこ

とが出来た。すなわち「関西 。東海支部に於いて

ソアラー所持校は同志社が最初であっても、練習

のない時に飾っていては何の意味 もない。他校へ

積llR的 に貸 し出 し、同時に部員 も機体管理者 とし

て少数づつでも参加 させて行けば、お互いにプラ

ス となるはず である。Jと ……・。それに気づかな

かった我 々の量見の狭 さは恥 しいばか りであった。

その後、学連、他校への貸 し出 しに依 り部員の搭

乗回数 も増え技価 ア ップは言 う迄 もな く、はては

学連夏期飛行機曳航合宿には、八尾～高松間の空

輸に参加す る等、この上 もない貴重な体験を得る

ことが出来た。今だか らこそ笑えるが、繊細級密

でなる監督の頭脳 と思い込んだ ら唯一途の我 々の

頭脳 との間に生 じた喜劇 (当 時の我々に とっては

それな りに真剣であったが)で あった。

先輩はエライ
H-23Cイ オラス

末 吉 武 二

今年の 2月 に20数年ぶ りに、OB総会に出席 し、

なつか しい方々にお 目にかかることが出来ました。

その今 「浦島太郎Jた る私が 1/4世紀 も前のこと

を思い起 こそ うとしているのですが、あま りに旧

いことなので、頭の中が真っ白で、記
′
ほ喪失の患

者はこ うなのかなあとい う′とヽ境になってお ります。

それはさてお き、「H23Cイ オラスJと い うと、

いつ も思い出す ことがい くつかあ ります。イオラ

スは、私が 1回生の終わ り頃に、購入された と記

憶 してお りますが、は じめて校庭に搬入された と

きのことは今でも良 く憶えてお ります。その素晴

らしい雄姿を感激 してみた もので した。

機体導入についての決定に至 るまでの部長は じ

め先輩諸氏の決 LIT力 と、実際に購入資金調達にあ

た られた先輩諸氏 の ご苦労 を今、考 えます と、

「アアーあの先輩達はエ ラかったなあ―Jと ただ

ただ頭の下がる思いがいた します。

とりわけ、私が 1回生の時の 3回生、 4回生の

先輩の皆 さんは、イオラス導入のご苦労 と辛抱ば

か りで、本当に申し訳ない気持でいっばいです。

私 ども以降の年代は、イオラスを縦横に「ただ乗

りJ同然で、大変恵まれていた と思います。今、

あらためてご苦労いただいた先輩諸氏に厚 く御礼

中し上げます。

しか し、私共 も機体導入の一部資金返済のため

の部員全員でのさまざまなアルバイ トを した こと

がなつか しく思い出されます。祇園祭の鉾の引 き

手、時代祭の足軽姿での行列、入学試験の手伝い、

機織 りの手伝い……等 々、当時でもなかなか経験

できない、古都京都ならではのさまざまなアルバ

イ ト……今では楽 しい思い出 となってお ります。

ところで、イオラスの性能を低下させた犯人は

私なのです。

2θ

(昭和39年 卒 )



H-23Cイ オラスが導入され、 2年 余 り経た頃

か ら関両の他の大学の合宿に貸 し出されるよ うに

な りま した。それか らまもな くのことですが、阪

人に貸 し出 した時に事件がお こりま した。機体の

監督 とい う名 目で私が合宿に割 りこんで、参加 し

ていたのです。場所は、当時 よく利用 した姫路の

北方に位置す る自衛隊管理の「鶉野 (う ず らの)J

の地で した。

1日 の飛行が終わ り、機体の係留の際に、私の

不注意か ら大切なイオラスの尾翼に曳航用の自動

車がふれて、破損 させて しまいま した。 この大失

敗を思い出 します と痛恨 の極みで、いまだに先輩

諸氏に顔向け出来ません。今、誌上をか りてあ ら

ためてお託び中し上げます。

(昭和 40年卒 )

―――最後の搭乗者

イオラスの航空日誌は、昭和53年 12月 8日 、

本曽川滑空場での10回 の飛行を最後に空白に

なっている。

その10回 目に誰が搭乗 したのかは今となっ

てはさだかでないが、記念すべき最終フライ

トの搭乗者名はなんとしても知 りたいもので

ある。

昭和 37年 10月 26日 の初飛行以来、実に

18,686回 の飛行を重ね、今、田辺の格納庫に

静かに翼を休め、再び大空に飛ぶことのない

イオラス最終搭乗者は一体誰だつたのだろ

う―。

Ka-6Eか H-32か

竹  鼻  信  昭

も う20数年 も前の事で忘れて しまっていますが、

記憶をた どりなが ら当時を思い出 してみることに

します。H32の ことは全 く忘れて しまっていま

したが、 この題を頂いて、そ う云えば H32と い

うHシ リーズの単座機が出来るか ら、Fレ のヽ時に、

Fnl輩 の佐藤君 と2人で、関東のどこかに見に行っ

た ことを思い出 しました。た しか『モ ックア ップ

が出来ているらしいか ら見て くるよ うに』 と云 う

ことで した。格納庫の様な中で設計図を見せて頂

き、座席部分だけ出来ていたモ ックア ップに しば

し座 らせて頂いたのを覚えています。

私が入部 して しば らくした頃か ら、新機体購入

が航空部のスローガンとなっていま した。 しか し、

資金がな く、当時主務だった森本先輩が、OBを

カケ廻 り、少 しづつではあ りま したが資金づ くり

が始ま り出 しました。また丹羽先輩を頼って、当

時の窪田コーチ と共に守口の三洋電機の本社へ寄

付のお願いに行った こともあ りました。

仲々進 まない資金づ くり促進のため、OBへの

連絡葉書「BOX便 りJを 出 し始めたのもこの時

で した。「新機体情報担当Jをつ くり、外国の機

体の資料を取 り寄せていま した。 こ うなった ら資

金は我々現役の手で作 ろ うと、毎月 1人 5、 000円

の上納金を 1年 間義務づけました。年間60,000円

の上納金は当時 としては厳 しく、今思い出す と冷

汗が出て来ますが、当時は40名 程の部員が居ま し

たので、200万 円は これで出来 る と考えていま し

た。 しか し生活費や合宿費・部費・学費以外 に

5,000円 は厳 しく、退部 してい く者 も数人いま した c

しか し、 これによって、新機体購入は動 き出 しま

した。

最 終 的 には H32と Ka 6CRと Ka 6Eの 3つ

に絞 られ ま した。H32が 松 本空港 で飛 んでい る



と云 う1青報で、当時の北FL監督 と阿部、佐藤 と私

の 4人 で、中で松本へ行った ことも思い出 しま し

た.北 FL監督が結婚ホヤホヤの頃で、途中の 1泊

の宿で、新婚の話を聞か された ことを今でも鮮明

に覚えています。その後、Ka 6CRな らキ ャンセ

ルで直 ぐに手に入るか らと決 lllを迫 られま したが、

この機体はのちに、立命館が購入 し、その次の同

立戦 で、H23Cナ」Ka 6CRの戦 い とな り、同志

社は 1昔 敗 しま した。そ して最終的に Ka 6Eを /iL‐

注 と云 うことにな り、私が卒業 した年の10月 頃に

キャンパスで命名式が行なわれた と思います。そ

の後、佐藤君 と 2人で福井空港へ行 き、 ピカピカ

の Ka 6Eの 最初で最後のフライ トをさせ て頂 き

ま した。    ・

私たちの時代のクラブ生活は「金、アルバ イ ト、

金Jの イメージで締め くくって しまいま した。現

役の諸君には、お金の′しヽ配をかけず、部の 日標を

持ち、無心に llる 環境を作ってや りたい と思いま

す。OB諸兄のご協力をお願い致 します .

(日 r{和 43年 卒 )

―― 萩原式 H-32A型

要 日表

全

全

全

Tlll

自

全

最良滑空比時

最小抗 ド速度時

失速速度‖寺

中冨     15 00■〕

長   692m
i葛    115■ 1

1ヒ     170
1革      200kg

J1      300kg

横

育し  ,モ 滑空速度

71k/h

63k/h

「18 7k/h

萩原式 H32A型

――――Ka-6E ttECH NICAL

Span

l´ enght

Aspcct ratio

Enpty weight

卜Iaximlll11 、veight

Sta‖  speed

卜Iaxinlttm flying speed

LID■ lax

DATA

1500m

666m

l:181

190k tJ

300kg

59klh

200k/h

33,80klh

滑空比 抗 卜速度

066m/s

062n1/s

070n1/s

22



Ka 6E写真集
アイオーン l

初飛行直前 >

|八尾飛行場 )

鶏一躊轟一

欄
＝＝

2_'



2イ



洟1欝

2,



|111111:|1111111

▲
信
貴
山
上
空
を
飛
ぶ

く飛行機曳航準備



究極の木製ソアラー
Ka 6E導 入

小 野 田 教  弘

学生時代に使っていた ノー ト、書籍を一杯詰め

込んだ段ボール箱が、私の部屋の片隅に今でもあ

る。その中を何年ぶ りかで開けてみる。当時の部

誌 GLIDING、 滑空 ノー トに混 じって何かあの時

新機体導入に燃えた青春の証 しがないか と探 して

みる。

アメリカの惑星無人探査機 シリーズのマ リナー

4号は1965年 7月 15日 、火星に17,000kmま で近

づ き初の近接撮影に成功、21枚の写真を地 Lに電

送 してきた。 これには月の表面そっ くりのアバ タ

のよ うなクレーター群が写 し出され世界中をア ッ

と言わせた。また火星人気圧力が 5～ 10ミ リバー

ルしか無いことを明 らかに した。

空を飛ぶ ものは美 しい、飛行機は空を飛ぶ、ゆ

えに飛行機は美 しい。

こんな三段論法を口ず さみなが ら祇園祭 りのア

ルバイ トに初めて参加 したのも丁度その頃のこと。

7月 17日 、祭 りの控え室でマ リーナの火星表面の

写真を新聞記事で読んでいた。

耳元で同期 の力Π藤の声がす る。「小野田、知っ

てるか ? アルバイ トの 日当全部 クラブに寄付な

んだって。なんでも新機体の購入資金に当てるら

しいよ、ほん とうだった らど うしよ うJそんなこ

と言ったって確認 しよ うにも当時の森本マネージ

ャーは
｀
人間

″
だった し。

それに しても、それに しても……

俺の恋人に汚い手でさわ るな、 と怒鳴った窪田

先輩のこよな く愛 した H23Cは まだ真新 しかっ

た し、事実我 々新入生にははれ ものに触るぐらい

の AEOLUS・ JA2047が毅然 と構 えていた し、

また関西でもさらには中部地区には ソアラーは三

田Ⅲぐらい しか無かった し、実際愛知学院 とか岐

阜大学 にはそれ以降 も AEttLモ ISを貸 し出 してい

た時代でもあった。だか らましてや これ以上の高

級機を買 う必要がほん と うにあるんだろ うか と真

面 目に考えたものである。そんな頃新機体購入計

画は とにか く事実上スターとした。

今思い出 してもどうもはっきりしないのである

が確か東京在住の先輩に連れ られて、当時マネー

ジャーだった私は千代田商工株式会社に行 きそ こ

で Ka 6Eの 詳細 の話 しを聞 くことになった。社

会人 となった今は特に何 とも思わないが どんなに

立派な商社だろ うと思った ものだ。なに しろ西独

か ら260万 円 (当 時)も す るグライダーを輸入す る

のだか ら、 どんなに素晴 らしい商社か と思ってい

た ら何 と古ぼけた 4階建のビルのた しか 2階の薄

暗い部屋だったのを覚えている。

しか しそ こで貰った説明書ははっきりと1960年

代の木製 グライダーの極限を追及 したデザ インと

性能が記 してあった。口 く最良滑空比/滑空速度

は、33/80km、 即 ちイオラスの46%も 1生能向上 し

ているではないか。

1/4世紀前のあのぼんや りとした記憶をた どっ

て当時究極 の本製 ソアラー といわれた Ka 6E・

JA 2096の 導入時の想い出を探ってみた。

とりとめのない文章 となって しまったが、それに

しても 5年 ～10年先の同志社航空部のあるべ き姿

を常に計画的にImい てお られた小野部長、北尾教

官、窪田コーチ (いずれ も当時)の 卓越 した先見性

にはほん と うに頭の下が るお もいでいっばいで

あるc

(J召 和44年 卒 )
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進翼の美
ASK 13イ オラス Ⅱ

中 村  正  陽

複座練習機の購入計画は、私が入部 した時 (76

年)か ら部内での課題であ りま した。Ka 6Eと

H-23Cの コンビネーションは大学航空部におけ

る初等訓練には最適 と考えられていたのですが、

複座練習機のみならず、発航回数が少ないだけで

単座機も機令は古 く、いずれも代替機の購入計画

があって当然 と言えたでしよう。 しか し機体価格

の高価さと当時の部の活動 レベルは、購入計画に

対 し双方が否定的な状況であったと思います。そ

れでも、当時の本沢主将が現状を打破すべ く、先

ずは練習機の購入を実現に近ずける為に、その夏

に部 として富山県の森林糸Π合に集団バイトに出か

けるとい う具体的な行動を取られ、私にとっては

それが最初の一歩であったと思います。残念なが

ら神戸大学の事故や、森林組合でのバイトが当初

の資金を集められなかった為に、購入計画に対 し

ては何等の具体的な成果を残す事はありませんで

した。しかし、この時、当時 1年生であった私た

ちの′し、の中には「悲願 ./ 新機体導入Jの火が灯

った事は言 うまでもありません。

また次年度にかけて、西村主将の指揮のもと、

円口、塚本両教証候補の活躍や合宿の積極展開が

奏功 し部の活動は順調に拡大 してきたのです。こ

の時がこの購入計画を実行に移す為の部 としての

基礎体力を整えて頂いた時期 と言えるでしょう。

このような経緯で 3年生 として部を引き継いだ

私達は、もはや計口iの具現化に向けて行動するだ

けであったと思います。士気の高い下級生が育ち、

教証を取得 した 4年生を擁 し、単独合宿を可能に

した同志社大学航空部には、新機購入計piは夢で

はなかったのです。またこの計画の裏には、当時

の三浦先輩より参謀 として様々な助言と指導を頂

きOB会への橋渡 しの労をとって頂いたわけです
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が、この計画立案時に OB会が現役部員が集める

同額の資金手配を約束 していただいた事実があ り

ます。 この事は、大学側学生課を説得す る非常に

大 きな支えになったのです。

後はおきま りのアルバイ ト攻勢で、短期決戦を

目指 し積極的に計画を押 し進めました。同時に部

の活動は資金集めを理由に決 してダウンさせず、

逆に積極展開を 目指 しま した。 これは大学当局の

協力を訴えるには、部活動そのものの成果が必要

だったか らです。 この時に同立定期戦を再開 した

理由の一つには これ もあ りました。

しか しこの反動は決 して小さくな く、 1、 2年

生の部員は半分にな り合宿参加数が総数20名 を割

った ことを覚えています。常に強気で計画を進め

て来たわけですが、当時、主将 として責任を感 じ

ていたのは事実であ ります。後に残った部員たち

は士気技量 ともに超精鋭であ り、数年の うちに新

機体を駆って 1人で10人分の リーダーシ ップを発

揮 し、たち どころに勢力を挽回 して くれるだろ う

と確信は していました し、結果 として私達の期待

通 りに運営 して くれたのですが、この計画がなけ

れば、あの当時退部 して行った連中は 4年 間飛び

続けていたか もしれない と今でも思います。

このよ うに資金の調達 もかな り強引に進めた こ

ともあ り着実に計画は進み、また この年度に同志

社の主催する合宿は、ことごとく成功 し各部員の

発航回数 も大 きく伸びて極めて充実 した年度であ

った と記憶 しています。

さて機種選定は、苦 しい資金集めに比 して夢の

あ る部分 で したか ら、ASK 13以 外 に も GROB

等の候補機 も挙げ られ、将来の活動に対 して議論

が高 ま りま した。結果 として ASK 13と い う実

績 ある機体に決定 したのですが、先見性を訴 え
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FRP機 を主張 していた部 員も以外 と素直に同調

して くれま した。 これ も本機の優れた性能を理解

していたか らで しょう。

4年生にな り幹部交替を終え卒業を前に した 2

月、」A2256は 関宿で耐空検査を済ませ香里格納

庫に到着 しま した.各部員のこの機体を見る時の

思いは様 々であった と思います。それでも皆が こ

の 2年間の苦労が結実 した事を確認 して、微笑ん

でいた事は間違いないで しょう。私 自信は、乗 る

事のないであろ う新機体を前に、 4年間の部活動

が この時に終った ことを感 じま した。晴た冬の午

後に香里 グラン ドに組立て られた イオラスは、傾

きかけた陽光を受けて自らの前進翼を強調す るご

とく長い影を落 していま した。合宿、バ イ ト、室

町 BttX、 初 ソロ、初 E、 自家 用 そ して新機 体

……全ての活動が静かに停 [1し た事を、大 きな翼

は言合して くオtて いるよ うで した。

新機体購人 とは大 きなプロジェク トであ り多 くの

人が これに携わ り、携わった人の数だけの「機体

物語Jがあると思います。本文はその内の一つ と

して読み流 して頂ければ幸いです。

(昭和55年 卒 )

―
ASK-13か [三 田 3型改 1か

昭和45年 (1970年 )両機を比較検討 した資料

のなかに次のような数字が残されている.

へSK-13 機体・計器 2,238,700

三L13型 改 1 機体・計器 2,624、 000

しか しASK 13は 、運賃・保険料・通関

料・輸入税その他を含めると、八尾格納庫渡

しの最終見積 りは、3,911,700で あった。

ある OBの思い出
ASK 13イ オラスⅡ

宮  崎  裕  司

イオラスⅡに初めて対面 したのは 2年生の冬、

確か 2月 ではなかったか と思 う。その 目を迎えた

私は買ったばか りの 1眼 レフを手に被写体第 1号

にシャッターを押す期待に胸を膨 らませ、格納庫

の前で新機体を積んだ トラ ックを迎える自分の姿

を想像 しなが ら香里へ と急いだ。 しか し、門を抜

けた瞬間、 日に入った トラ ノクの姿に私が勝手に

描いたス トーリーはもろ くも崩れ、さらに部員が

lElっ たのを見て待ち くたびれた といった表1青 の運

転手がただ 1人 で機体を降ろ しにかかった時、そ

のあま りにプロ的な単々とした作業が、この 日は

記念すべ き日だ と思いこませていた 自分をひ どく

浮いた存在に して しまった。それはltを 引 き、同

志社マークもない、尾翼には 日の丸のシールを貼

った新機体を組上げた後も感激は生まれず、一時

の満足感の後のある種の虚脱感に見舞われる結果

となった。 こんな自分の反応はまった く予期 して

いなかった。

我々の新機体 とい うことであま りに期待が大 き

す ぎた反動、あるいは見慣れた機体であったせい

か。 しか し、今思い起 こせばそれは 日標を達成 し

て しまった後の不安ではなかったろ うか と思 う。

入部 して以来 この 日まで、毎 日の活動は飛ぶ為の

活動 とい うより新機体購入の為の活動であった .

金・金・金。金の話がでない 日はなかった。長期

体暇 となれば どこか らともな く仕入れ られて くる

集団バ イ ト。楽 しいはずの EVEです らEVE基金

とい う名 目のもとノルマが設定された。新人生で

あった私は、 この計画をたてた当時の N主将 (お

そ らくこの朔]友 Ⅶに寄稿 されていると思 うが)の

強引な購入資金捻出作戦に うんざ りし、 1人 また

1人 とやめてい く部員を見てノルマ地獄が永遠に

続 くよ うな不安にか られた。それが新機体を手に
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した瞬間、こん どは、これか ら何をすればいいの

だろ うとい う漢然 とした不安に似た気持に襲われ

たのである。少な くともこの時 この機体を lllっ て

バ リバ リ飛ぶぞ とい う気IFtは まった く起 きなかっ

た と記憶 している.

こ うして イオラスΠとの文」i白 iは 、今思えば申 し

訳ないとい うべ きものであったが、 しか し、そん

な不安定な′し、理状態 も ‐
時的なものであった.冷

静に考えればイオラスⅡは複座練習機。練ず1機で

ある以上何をすればいいかは単純明解.と にか く

どん どん飛ばせば よかったのでま)る 。幸い学連の

指導 もあ り、福井をベースに常明1の 形を とること

でそれは実現 した。 tヽ きな り福井で
「

_期 間置きっ

ばな しにす ることに整備の問題、あるいは′亡J青 的

に抵抗を示す声 もあったが、格納庫に くすぶ り続

けるよりは大空を飛ばせたい とい う意見がl■倒的

であった .

その後 イオラスⅡが どれほ ど活躍 したか、それ

はその年か ら陸送が異常に1曽 えた ことではっきり

と実感できた.それまで陸送 といえば一部立命館

との共同陸送があったものの基本的にアイオーン

1機 のことを考えていれば よかった。同志社合宿、

競技会、 ごく限 われていた.それが イフ
ト
ラス且導

入後は、香里/福井はもちろん、本曽川合 lilの と

きは香里でアイオーンを積んで福井で イオラスΠ

を追積、本曽川へ.福井のシーズンが終われば香

里/木曽川 と年中高 i萱道路を走るよ うな状態にな

ったっ何度か気のすす まない陸送 もあったけれ ど、

終わった後は常にイオラスⅡ、イオラス 1/ア イ

オーンと共に活動 したのだ とい うフライトで味わ

う満足感 とは別の満足感を得ることができた。

今振 り返って、改めて随分恵まれた環境の時に

在籍 していた ものだ と思 う。あれか ら10年。今で

′ll

は イオラス ‖のことを思い出すのも稀である.グ

ライダーを 4年 間の思い出 として害1切 っている私

に とって、その総発ルt数が何発になった とかは知

る由もないが、ただ、いたるところに羽布パ ソチ

の跡を残 し老体に′、テ打 ってがんばっているであ

ろ う姿は容易に想像可能である.い ったい何人の

ソロをだ したのだろ うか と考えてみる.後■の う

ち何 人が自校の機体で初 ソロにでる幸運に忠まれ

たか とも。 どんな高性能な単座機に乗ろ うと、 ど

んな賞を とろ うとも初ソロに優る感激はないだろ

うと私は思っているc出発前の異常な緊張感、着

陸後のた とえよ うのない喜び。一生の思い出をぜ

ひ イオラスΠで決めてもらいたいものである。

1昭和57年 卒 )

イオラスⅡ JA2256



OBの力を結集 して
ASK 23ア イオーンⅡ

松  岡 慎  二

ASK 23、 アイオーンⅡを購入したのが、昭和

60年 、1985年の事で、今からもう6年 も前の事に

なって しまいました。当時は Ka 6E・ アイオー

ンの ドイツでのオーバーホールも終えて、一段落

ついたところでしたが、今後の全国大会での勝負

や、部員のよリー層のレベルアップの為、やは り

プラスチック機を購入しようとい う事になったの

です。

機体の選定には、小野先生、窪田監督、土田コー

チ、三浦顧間、同志社の OB教官及び学生の意見

が十分に反映され、一部の上級者 しか乗 りこなす

ことができず、格納庫に眠ったままにならない様

に、そ うかといつて、競技の使い物にならない様

な機体でも困るとい う事で、当時発売になったば

か りで、話題のあった ASK 23になったのです。

また、昭和60年 は 日本に初めて ASK 23が 3

機テス ト輸人された年でもあり、特別セールスキ

ャンペーンだった事もあって、通常700万 円位だ

ったのが、500万円程度で購入できたのもラッキ

ーでした。ちなみにこの 3機は、我が同志社の他

は、早大、慶応大に納入されています。

さて、いくら値引きになったからといって万年

金欠の航空部に500万 円のまとまった金などある

はずがあ りません。次期機体購入用積立金はあり

ましたが、資金はまたまだ足 りません。そ うなる

と、当然購入の決まった日から当時主務だった私

には、学生課への金の無心の為の日参 と、OBか

らのカンパ集めに忙 しくなります。普段、名簿で

名前だけは知っているが、顔も知らない OBか ら

どうやってカンパしてもらうか。丁度、航空部創

立50周年の資金集めも必要だったので、この年の

夏休みを利用 して、現役学生 1名 につき、 5～ 10

名位の OB訪間を害lり 当て、事情を説明してカン

パしてもらうことにしました。

地方の OBの方の訪間は、帰省する同地方の学

生に行ってもらうなど、その振 り分けを、低園祭

りの鉾警備のバイト中に、鉾の中でやったのを、

今でも覚えています。

学生課への日参の結果、購入資金は学校として

は出してくれませんでしたが、貸付けとい う形で

|||し てはくれました (要 は分害」でいいから返済 し

ろとい う事です)。 この日参の間にも色々あ りま

して、今でも党えているのは、やけに学生課の人

の村しの上が片付いていて、態度もおちつかないと

思っていると、いきなリマスクに工事用ヘルメ ン

トの一岡が乗 り込んできて、学校の不正を正すと

かいってあばれ回ったことです。

なにわともあれ、ようやく契約も済み、今はな

き香里格納庫に初めて機体が陸送されてきた時に

は、ようやく同志社にもプラステック機が入ると

い う事もあって、本当に感動 しました。

その後は創部50周年の行事に合わせての、命名

式、61年 2月 の進空式 と進み、私の学生時代にも

アイオーンⅡはよく活躍 してくれました。実際に

搭乗 してみると、座席は座 りやすいし、操縦も非

常になめらかで素直、そしてなにより本当に静か

で、流石 ドイツ製と思わしてくれたもんです。

私にとっては購入迄色々と手のかかった、思い

出深い機体ですが、学生の皆さんも、是非この機

体を乗 りこなして、御活躍下さい。

(昭和62年 卒 )



音もなく滑る
ASK 23ア イオーン]

森  川 泰

ASK 23が我が大学にやって来たのは、私が 2  もしなかったので、聞いた途端に舞い上がってし

年の冬でした。風の強い寒い日に香里の格納庫で、 まい、初ソロのときの様な緊張を憶えました。搭

監督さん達と学生数名で トラックに積まれた機体  乗順が来るまではどきどきしながら頭の中であれ

を迎えたのを今でも憶えています。それから卒業  これ考え、外を包み込んでくれる様なコックピ,

まで23と はフライ ト、整備に亘って付 き合いま  卜に納まっても夢心地でした。出発準備もでき覚

した c 悟を決めて出発、機体は動きだしす ぐに浮きまし

23の 初フライ トは私が 3年 の 4月 の同志社本曽  た。機体は ぐん ぐん加速 し緊張 も加速度的に増 し、

川合宿で した。 この とき、私が23を組んだのです  上昇 していき緊張 も限界 と思われる頃にやっ と離

が主 ピンが入 らず、OBの 方々のい らだった視線  脱、ここで私は少 し落ち着 きを取 り戻 しました。

の中あたふた して しまいま した。苦労の末に準備  ここか らのフライ トは先ほ どとは打って変わって

が出来、フライ トとな りま した。特別な思いがあ  静かな世界で した。恐 る恐 る旋回を しても静かに

ったせいか、初フライ トでは23は ヒュー ッとわず  景色が流れ、まるで無声映画の様で した。 こ うし

かな音をたてて軽がると浮 き上が り、空に吸い込  て機体に少 し慣れたかな と言 う頃に無情にも高度

まれる様に見る見る うちに L昇 していった様に感  が低 くなってきて無事に着陸出来るかな とい う不

じ、そ して着陸 もプラスチ ック機にあ りがちな甲  安 と共に緊張が増 してきま した。 しか し、私の不

高い風切 り斤もな く降 りてきて、 とん と地面に車  安を よそに順調に場周 コースを飛び、奇麗だった

輪を付けま した。それか ら数発後、学生の搭乗 と  か どうかは分か りませんが静かに地面に着 きまし

い うことにな り私 も搭乗 させて頂けることにな り  た。それか らしば らくして じわ じわ と23の乗 り易

ま した。 こんなに早 く23に乗せて頂けるとは考え  さ、素晴 らしさを感 じま した。

ASK-23 アイオーンⅡ

」A2354
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その後、何度 も23で飛び、全国大会も 2度 23で

出場させて頂 きま した。数 々の23の フライ トの中

で印象に残っているのはやは り4年 の ときの全国

大会です。 この大会は気象条件が良 く乱戦 とな り

ました。端か ら観ればそ うでもなかったのか もし

れませんが、私には十分に機体に乗れていて私に

は23が外の 一部であるかのごとく感 じられ、そ し

て超高性能ではないけれ ども安定 1■ と運動性能を

両立させた23と い う機体の素晴 らしさを感 じまし

た。 この素晴 らしい機体 と少々の私の腕前により

競技ではサーマルの中を静かに ぐい く
ヾ
い と駆け上

が り、同一サーマルで上にいる ASK 13や Ka 8

は勿論のこと他のプラスチ ック機に迫 ることや、

隣のサーマルの機体を追い抜 くこともしば しば、

この時の僅かな緊張を伴 う快感は言葉では言い尽

くせないものがあ ります。また、この大会で私 と

してはかつてない程遠 くへ足を延ば しま したが、

不安がなかった と言えば嘘にな りますが、すいす

い と滑朔]し て くれる23に安心 して乗っていられま

した。 いい得点を得 よ うと思 う余 り無理を して

少々低 くなって しまった こともあ りましたが、ク

ルーや OBの方の心配 もよそに沈着冷静に還って

こられたのも23の おかげだ と思っています。ただ

残念なのは、同 じ23を もつ早稲 田、慶応を意識 し

つつ努力 したのですが、23で戦 う機会を与えて下

さった皆 さんの期待に応え られる成績を残せ られ

なかった ことです。

今では23に乗 る機会も減 り、学生が23で飛ぶの

をマイクを持ちなが ら (指を くわえなが ら ?)眺め

ています。そ して数少ない23の フライ トのたびに

この機体、アイオーン1の素晴 らしさを感 じてい

ます。

理想の機体を追って

騰 窪 田 昌 三

工業技術の発展 と共に、グライダーも私が現役

の頃 (1960年代)に比べ、その性能は長足の進歩を

遂げている。鋼管羽布張 りの機体で、滑空比がせ

いぜい23前後、沈下は1.0と い うような性能で、

速度計・高度計・昇降計だけを頼 りに必死で、ソ

アリングをしていた頃には、現在のプラスチ ック

機は、想像だに出来なかった。

新素材による機体形状 と強度の性能アップ、ベ

テランが勘 と経験に頼っていたソアリングテクニ

ックを、フライ トコンピュータに代表されるハイ

テク技術応用計器がそれにとって替 り、滑空性能

向上には目を見張るものがある。

しか しながら、機体の進歩に較べ、練習方法は

30年前 と少 しも変らないのは何故だろ う。機体性

能の進歩と、多様化に伴って、練習方法や、形態

が、安全と効率を確保される中でならば、変化 し

ても良いのではないだろ うか (む しろ変化 してゆ

くべきではないか)。 ウインチや飛行機による曳

航が、滑空するのに必要な一定の高度を得るため

の手段であるならば、何もこの方法だけにこだわ

る必要はない。又、いくら高性能機を手に入れて

も、気象条件と地理的条件迄変えることは不可能

である。南北に細長 く、気圧配置が目まぐるしく

変化する日本列島では、100km単位の滑空が可

能な、安定 した人陸的気象条件は望めず、かつ又、

山々と市街地の連続 した地形は、安全な不時着地

の確保を絶望的にしている。

それ らを考え合せた とき、今後の学生グライ

ダー界全体のワンステ ップ進展の一方向性を示

唆す るもの として、DG 400や DISCtIS 6t(他

にも数機種輸入されて、既に社会人クラブでは随

分活躍 してい る)等 に代表 され る POWERED

SAILPLANE、 一般的にモーターグライダーと称(昭和63年 卒)



されるものがある。 これ らの機種は、日」倒式パイ

ロンに取付た小型エ ンジンとプロペ ラが胴体内に

格納 されていて (三 百図参考 )、 滑空中の外兄は (滑

空性能 も)、 プラスチ ックソアラー と全 く変 りが

ない。前記 DG 400は 、 自力 で離陸上昇可能 な

パワーを持つエ ンジンを搭載 し、上空でエ ンジン

とプロペ ラを胴体内に引 き,△ んで滑空 し、万一 l●

投不能 となれば、再度エ ンジンを出 して、プロペ

ラを使用す る。又、DISCUS 6tの 方 は、 自力で

離陸上昇す るパ ワーはな く、ウインチ又は飛行機

曳航で出発す るが、帰投不能の時は、水平飛行を

維持す るだけの、最小限のパ ワーを持つエ ンジン

を搭載 しているc即ち、不時着の心配をせずに距

離飛行に出発することが出来る有難い機種である。

現に本年 5月 5日 、DG-400を 使って、 日本モー

ターグライダークラブの社会人会員が、大利根滑

空場を出発 し、300km三 角 コースの ダイヤモ ン

ド飛行を達成 している (勿 論、エ ンジ ンは離陸時

のみ使用)。 国内では、300kな ど夢 と思われてい

たにも拘 らず実現 したのは、パイロ ットの技両 も

さることなが ら不時着のソし、配 (と い うよ り恐怖 に

近い)か ら開放 された ことによるものであろ う.

大学 4年 間の制約 された時間内での効率を考え

るとき、複座モーターグライダーによる基礎練習

(反複 して基本操作を教育出来る)や 、POWERED

ASILPI′ ANEに よる安全なソアリングの実現 とい

う練習方式を、H乍年迄は、航空局検査課による飛

行機並み耐空検査が必要であったモーターグライ

ダーも、今年に入って一般 グライダーと同 じく、

民間の検査員による耐空検査が認可され、取 り扱

い易 くなって来た現在、そろそろ視程の中に入れ

ても良いよ うな気がす る.

新 しい機材を導入す る時には、新たに解決 し、

対応 しなければならない要素が発イliす ると思 うが、

1校でむずか しいな ら (あ るいは各校で持つ必要

もない)、 現在、複‖4機を各校の共有機材的運用

を しているの と同 じ方法で複座 モー ターグライ

ダーを導入 し、 1～ 2年生の基礎練召の効率化を

図る等、単に、性能だけを追い求める時代か ら、

練習効率を上げて、早 く高性能機を乗 りこなせる

よ うにす るために、機種 と練習方法を考える時代

へ と変化 してゆ くべ きだ と考えるが、部内外の御

批半」を賜 りたい。



Technical data

competl on c ass

wing span
w ng area
aspect rat o
length
fuselage width
fuselage height
empty we gth w“ h battenes
water ba ast(oplon)CapaCny
wing fue tanks(op10n)capacny
max take off we gth
wing loading(wnh p Ot+nstr+fuel=85 kg,187 bs)
max w ng oad ng
ma speed(VNE)
sta speed(w/S-38 kg/m2,78 1bs/■ |
gnding performance
mh mum Snk(W/S=38 kg/m2,78 bs ftつ
a
best gHde ralo(W=450 kg,992 bs)
at

performance power on(MSL.15° C,W=410 kg,903 bs)
rate ofcimb wnh max power
at

cruise speed wth 3050/m n prOpe‖ er speed
mtt honzonta speed wtth max power
take off ro‖

(492)   17    (558)
(1076)    1057    (1138)

2734
(229)     7        (229)
(207)     063      (207)
(266)     081     (266)
(652)     300      (661)
(198)     90       (198)
(8)      30      (8)
(1058)    460      (1014)
(78)      364     (745)
(983)     435      (891)
(146)     270      (146)
(35)      63       (34)

DG‐40015m/17m
FA 15 m        open

m   O)
m2  (12)
/   /
m   ft)
m   ft)
m   lft)
k9    0bS)
kg    dbS)
1   (USga)
kg   abs)
kg/m20bs漁 う
kg/m2obsハ ぅ
km/h (ktS)
km/h (ktS)

(ft/mn)
(ktS)

/

(ktS)

「1/mn)

(ktS)

(ktS)

(ktS)

(ft)

06   (118)
80      (43)
1 :42

110   (59)

35
90
135-140
150
140

37    (726)
90      (49)
135140 (7376)
150      (81)
100     (330)
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Glaser‐ Dirks Flugzeugbau GmbH
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